
別紙様式第１号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

年   月   日    

 文部科学大臣   殿 





           

     検 定 審 査 申 請 書 

下記の申請図書について検定を申請します。 

受理番号   

著 作 者 の 

氏    名 

  

申請図書の 

名 称 

  

目的と 

する 

学 校  

申請図書

の 体 裁 

分 冊   

判 型 

（縦×横） （  ㎜×  ㎜） 
教 科  

種 目  全 体 の 

ページ数 （       ） 

学 年  分冊ごとの

ペ ー ジ 数 （       ） 

※受付年月日  検定審査料  

（備考） 
１ 受理番号欄には、申請図書番号を記入する。 

２ ※欄は記入しない。 
３  申請図書の体裁のページ数の欄の括弧には、第１の１(2)②イにより算

定したページ数を記入すること。また、分冊がある場合には、分冊ごとの

ページ数も記入すること。 
４ 「判型」欄には、変型版の場合は、縦、横の寸法を記入する。 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



１　「著作編修関係者」には、教科書の編集・執筆を行った者のほか、事実上編著作に参加し、又はこれに協力した者を含み、例えば、教科書の編著作者で
　はないが、原稿を読んで誤りを正したり不足を補ったりする作業を行い編著作に関与した者等も含む（奥付に記載されているかどうかは問わない。）。

２　※受理番号欄には、申請図書番号を記入する。

３　「奥付」欄には、図書に代表として氏名を記載する予定の編著作者等には◎を、図書に氏名を掲載する予定の編著作者等には○を記入する（左記のいず
　れでもない者については何も記入しない。）。

４　「設置者」欄には、国立、公立、私立、その他のいずれかを記入する。

５　「所属先分類」欄には、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、大学、その他のいずれかを記入する。なお、義務教育学校の前期課程については小
　学校、義務教育学校の後期課程及び中等教育学校の前期課程については中学校、中等教育学校の後期課程については高等学校と記入する。

６　「専門分野」欄には、大学等の研究者にあっては現在の研究分野を、また教諭等にあっては当該教科（種目）に関して主として研究してきた分野を具体
　的に記入する。

７　「担当箇所・役割」欄には当該申請図書において担当した箇所を目次に示された項目等に沿って分かりやすく記入するとともに、監修、執筆、校閲、編
　修等著作編修における役割を実際に即して記入する。

ふりがな  勤務先設置者 専門分野市町村 担 当 箇 所 ・ 役 割

種目

適切な情報管
理の対策状況

奥付

著 作 編 修 関 係 者 名 簿

※受理番号 学校 教科

所属先分類氏名 役職都道府県

８　「適切な情報管理の対策状況」欄には、誓約書の受領など、適切な情報管理のための対策を講じたかどうか記入する。

別紙様式第２号
（日本産業規格Ａ列４番）

（備考）

法 人 に あ っ て は 、 主
た る 事 務 所 の 所 在 地

住所

法 人 に あ っ て は 、 名
称 及 び 代 表 者 の 氏 名

氏名

学年



別紙様式第３号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

年      月      日 

文部科学大臣 殿 

 

 

 

申請図書等公開同意書 

文部科学省に提出した下記１の申請図書について、当該申請図書及びその関連資料 

（下記２に示す資料）を、文部科学大臣が公開することに同意します。 

なお、この同意に当たっては当該図書に係る著作権法第１８条第１項に定める公表

権を有する全ての者の同意を得ていることを確認します。 

記 

１ 申請図書 

・名称 

・目的とする学校、教科、種目及び学年 

・著作者の氏名 

２ 資料 

①検定審査申請書、②検定審査申請書の添付書類、③申請図書の添付書類、 

④不合格理由に対する反論書、⑤検定意見に対する意見申立書、⑥修正表、⑦見本 

※④～⑦については、文部科学省に提出があった場合のみ公開 

 

 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



別紙様式第４号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

年     月     日      

文部科学大臣    殿 

 

                    

 

 

誓約書 
 
 
 

 

学 校 教 科 

  

 

当者は、上記学校・教科において、教科用図書検定規則第７条第２項の

規定及び同項に基づく教科用図書検定規則実施細則における規定に示す不

公正な行為をしていないことをここに誓約いたします。 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



別紙様式第５－１号 
（日本産業規格Ａ列４番） 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
受理番号 学校 教科 種 目 学年 

     

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

   

 

１．編修の基本方針 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

２．対照表 
（例） 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・（第○号）。 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・（第○号）。 

 

・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・（第○号）。 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・（第○号）。 

 

・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・（第○号）。 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・（第○号）。 

 

・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・（第○号）。 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・（第○号）。 

 

・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・（第○号）。 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・（第○号）。 

 

・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・（第○号）。 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・（第○号）。 

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 



（備考）１  受理番号欄には、申請図書番号を記入する。 

２  ※欄は検定申請時には記入せず、検定決定後に提出する際に記入する。 

    ３  「編修の基本方針」欄には、教育基本法第２条に示す教育の目標を達成するために編修の基本方針

とした点を記入する。 

    ４  「対照表」欄には、図書の構成・内容と教育基本法第２条各号に示す教育の目標との対照について

記入する。詳細は次のとおりとする。 
①  「特に意を用いた点や特色」欄には、教育基本法第２条各号に示す教育の目標を達成するために、

図書の構成や内容において編修上特に意を用いた点や特色について記入する。その際、教育基本

法第２条各号のうち、特に関連が深いものを文末に示す。（例：第○号） 
②  「該当箇所」欄には、上記内容に対応する具体的な箇所が分かるように、主な該当箇所のページ

（例：○ページ）を記入する。 
③  必要に応じ、例で示している様式を参考にして、「対照表」欄を適宜工夫して作成しても差し支

えない。 
５  「上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色」欄には、上記の記載事項以外に、教育基本法第

５条に示す義務教育の目的や学校教育法第 21 条に示す義務教育の目標、学校教育法第 51条に示す高

等学校教育の目標などを達成するため、編修上特に意を用いた点や特色などがあれば記入する。 
６  「編修の基本方針」欄以下の外枠線は、記入しなくても差し支えない。 
７  別紙様式第５－１号の分量は５ページ以内とする。



 

別紙様式第５－２号 
（日本産業規格Ａ列４番） 

編  修  趣  意  書 
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

受理番号 学校 教科 種 目 学年 
     

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

   
 

１．編修上特に意を用いた点や特色 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

２．対照表 
（例） 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当

時数 
・・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・。 
  

・・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・。 

  

・・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・。 

  

・・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・。 

  

・・・・・・・・・・・・・・・。 ・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・。 

  

  計  
 

（備考）１ 受理番号欄には、申請図書番号を記入する。 

２ ※欄は検定申請時には記入せず、検定決定後に提出する際に記入する。 
３ 「編修上特に意を用いた点や特色」欄には、学習指導要領の総則や当該教科の目標を達成するため、編修上

特に意を用いた点や特色を記入する。 
４ 「対照表」欄には、図書の構成・内容と学習指導要領に示す「内容」の各事項との対照について、

「内容の取扱い」も踏まえて記入する。その際、「該当箇所」欄に、申請図書の該当箇所のページ

（例：○～○ページ）を記入する。また、必要に応じ、例で示している様式を参考にして、「対照

表」欄を適宜工夫して作成しても差し支えない。 
５ 「配当時数」欄には、申請図書で予定している配当授業時数を示すこと。なお、配当授業時数の記載

が必要ない教科、種目については空欄でよい。 
６ 「編修上特に意を用いた点や特色」欄以下の外枠線は、記入しなくても差し支えない。 
７ 別紙様式第５－２号の分量は５ページ以内とする。 



別紙様式第５－３号 
（日本産業規格Ａ列４番） 

編  修  趣  意  書 
（発展的な学習内容の記述） 

受理番号 学校 教科 種 目 学年 
     

※発行者の 

番号・略称 
※教科書の 

記号・番号 
※教 科 書 名 

   
 

ページ 記   述 類型 関連する学習指導要領の内容 

や内容の取扱いに示す事項 

ページ数 

     

    合 計  

 

（備考）１ 受理番号欄には、申請図書番号を記入する。 

２ ※欄は検定申請時には記入せず、検定決定後に提出する際に記入する。 
「ページ」欄には、申請図書における発展的な学習内容の記述の掲載ページを示す。 

３ 「記述」欄には、申請図書における発展的な学習内容の記述に付された表題等を示す。 
４  「類型」欄には、申請図書における発展的な学習内容の記述について、以下の分類により該当する

記号を記入する。 
・ 学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、

当該学年等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容……１ 
・ 学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容……２ 

５  「関連する学習指導要領の内容や内容の取扱いに示す事項」欄には、当該学年等の学習指導要領の

内容や内容の取扱いに示すどの事項と関連があるのか分かるように記入する。 
６  「ページ数」欄には、発展的な学習内容の記述が掲載されているページ数を記入する。ページの数

え方は以下のとおりとする。「合計」欄には発展的な学習内容の記述の合計ページ数を記入する。 
・０．２５ページ以下…０．２５ページ 
・０．２５ページを超えて０．５ページ以下…０．５ページ 
・０．５ページを超えて０．７５ページ以下…０．７５ページ 
・０．７５ページを超えて１ページ以下…１ページ 

７  別紙様式第５－３号の分量は２ページ以内とする。 



別紙様式第６号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

 

年   月   日                        

文部科学大臣     殿 

 

 

  表  紙  等  提  出  届 

下記の申請図書について、表紙等の見本を提出します。 
 

受 理 番 号  

申 請 図 書 の 

名  称 

 

著 作 者 の 

 氏 名 

 

 

 

目的と

する 

学 校  

教 科  

種 目  

学 年  

表 紙 等 

提 出 期 限 
 ※受 付 

年月日 
 

（備考）※欄には記入しない。 

 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



別紙様式第７号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

年   月   日      

文部科学大臣     殿 

 
 
 
 
 
 
 

申請図書の書名変更届 

下記の申請図書について、以下のとおり図書の名称を変更したい  

ので、届け出ます。 

記 

１ 申請図書の名称 

２ 著作者の氏名 

３ 学校、教科、種目及び学年 

４ 受理番号 

 
 

変更前 変更後 

  

 

住所 

氏名 法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



別紙様式第８号 

枚中   枚目 

検 定 意 見 書 
受理番号   学校    教科    種目    学年   

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「検定基準」の欄には、義務教育諸学校教科用図書検定基準又は高等学校教科用図書検定基

準の第２章及び第３章に掲げる項目のうち、該当するものの番号を示す。 

番 指摘箇所  検定  
指 摘 事 項 指 摘 事 由 

号 行 基準  ページ 



別紙様式第９号 

検定審査不合格理由書 

 

受理番号 
 

 

学校  教科  種目  学年 
 

  

１．検定審査不合格理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



２．欠陥箇所 

  枚中 枚目 

 

 

「検定基準」の欄には、義務教育諸学校教科用図書検定基準又は高等学校教科用図書検定基

準の第２章及び第３章に掲げる項目のうち、該当するものの番号を示す。 

 

受理番号   学校   教科   種目   学年  

番 指摘箇所  検定  
指 摘 事 項 指 摘 事 由 

号 行 基準  ページ 



別紙様式第 10号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

年   月   日    

文部科学大臣 殿 

 

 

     不合格理由に対する反論書 

年   月   日付けで通知のあった下記の申請図書に関する不合格 

理由に対し、別紙のとおり反論がありますので、反論書を提出します。 

記 

１ 申請図書の名称 

２ 著作者の氏名 

３ 目的とする学校、教科、種目及び学年 

４ 受理番号 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



 

別紙様式第 10号別紙① 

（日本産業規格Ａ列４番） 

      受理番号  

番 号 
指摘箇所 

指  摘  事  項 反 

 

論 
ページ 行 

     

 



 

別紙様式第 10号別紙② 

（日本産業規格Ａ列４番） 

 受理番号  

教科用図書検定規則第７条第２項の規定による検定審査不合格理由に対する反論 

 



 

別紙様式第 11号① 

（日本産業規格Ａ列４番） 

反  論  認  否  書 

受理番号   
学校  

 
教科  

 
種目  

 
学年  

 

番 

号 

指摘箇所 
指  摘  事  項 

反   論   の   認   否 

ページ 行 認否の別 認 め な い 理 由 

      



 

別紙様式第 11号② 

（日本産業規格Ａ列４番） 

反  論  認  否  書 
 

受理番号   
学校  

 
教科  

 
種目  

 
学年  

 

教 科 用 図 書 検 定 規 則 第 ７ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 

検 定 審 査 不 合 格 理 由 に 対 す る 反 論  

反 論 の 認 否 

認否の別 認 め な い 理 由 

   



 

別紙様式第 12号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

年   月   日     

文部科学大臣  殿 

 

 

検定意見に対する意見申立書 

年   月   日付けで通知のあった下記の申請図書に関する検定意見

について、別紙のとおり意見がありますので、意見申立書を提出します。 

            記 

１ 申請図書の名称 

２ 著作者の氏名 

３ 目的とする学校、教科、種目及び学年 

４ 受理番号 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



 

別紙様式第 12号別紙 

（日本産業規格Ａ列４番） 

      受理番号  

番 号 
指摘箇所 

指  摘  事  項 意               見 
ページ 行 

     



 

別紙様式第 13号 

（日本産業規格Ａ列４番）

申し立てられた意見の認否書 

受理番号   
学校  

 
教科  

 
種目  

 
学年  

 

番

 

指摘箇所 
指   摘   事   項 

意  見  の  認  否 

号 ページ 行 認否の別 認 め な い 理 由 

      



 

別紙様式第 14号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

年      月     日   

文部科学大臣 殿 

 

  

修 正 表 提 出 届 

年  月  日付けで検定意見の通知のあった下記の申請図書につ

いて、別紙の修正表を提出します。 

記 

１ 申請図書の名称 

２ 著作者の氏名 

３ 目的とする学校、教科、種目及び学年 

４ 受理番号 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



 

別紙様式第 14号別紙 

（日本産業規格Ａ列３番） 

    受理番号  

番 号 
指摘箇所 

原          文 修     正     文 
ページ 行 

     



 

別紙様式第 15号 
（日本産業規格Ａ列４番）

調  査  意  見  書 
 

受理番号    学校    教科    種目    学年   
                  
                  

番

号 

指摘箇所 
指 摘 事 項 指 摘 事 由 

検定 

基準 
判
定 ページ 行 

             
 

             
 

             
 

             
 

             
 

             
 

             
 

             
 

             
 

             
 

 

（備考） 
１ 「番号」欄は、以下の２から４の記入の後、一つの「指摘事由」毎に通し番号を付す。この一つの「指

摘事由」の対象となる「指摘箇所」・「指摘事項」が一検定意見相当箇所となる。 
２ 「指摘箇所」欄及び「指摘事項」欄は、次の要領により記入する。 

① 「指摘箇所」の各欄には、当該記述箇所のページ及び行数字を記入する。挿絵、写真、図、表などの場

合は、原則として「行」欄に「挿絵」などと記入する。 
② 「指摘事項」欄は、当該記述箇所を引用することにより記入する。引用の範囲は、本文、説明文などの

場合は、当該欠陥に即して一語句、一文節、一文章等を単位とする。問題、注、資料、作品、挿絵、写

真、図、表、目次、索引などの場合は、一つのものを単位として特定し、その中で欠陥の部位が特定さ

れるよう記入する。その他引用によりがたい場合は、当該欠陥の対象とその内容が特定されるように記

入する。 
なお、「指摘事由」が同一となる複数の欠陥が内容的にひとまとまりと捉えられるとき又は同一の欠陥

のある記述箇所が繰り返してあるときは、「指摘箇所」欄及び「指摘事項」欄には、原則として当該欠陥

の初出の記述箇所を記入し、その他については、「指摘事項」欄に、続けて「以下、何ページ何行『（引用

記述又は内容）』」のように記入する。 
３ 「指摘事由」欄には、検定基準に即して欠陥の内容を具体的に記入する。 
４ 「検定基準」欄には、適用する検定基準の項目番号を記入する。 
５ 「判定」欄は、審議会を経た後に、その採否が分かるように、検定意見と判定されたものについては 

「○」を、検定意見と判定されなかったものについては「／」を記入する。 



 
別紙様式第 16号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

年     月    日      

文部科学大臣  殿 

 

                

検 定 済 図 書 の 訂 正 申 請 書  

下記の図書について、別紙のとおり訂正したいので、申請します。 

記 

１ 図書の名称 

２ 著作者の氏名 

３ 目的とする学校、教科、種目及び学年 

４ 検定年月日 

５ 図書の記号・番号 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



 

別紙様式第 16号別紙 

（日本産業規格Ａ列４番） 

    図書の記号・番号  

番号 
訂正箇所 

原      文 訂    正    文 訂  正  理  由 
ページ 行 

      



 

別紙様式第 17 号            （日本産業規格Ａ列４番） 

年     月     日           

文部科学大臣      殿 

 

 

検 定 済 図 書 の 訂 正 届 出 書  

下記の図書について、別紙のとおり訂正したいので、届け出ます。 

記 

１ 図書の名称 

２ 著作者の氏名 

３ 目的とする学校、教科、種目及び学年 

４ 検定年月日 

５ 図書の記号・番号 

６ 訂正を行おうとする時期 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



 

別紙様式第 17号別紙 

（日本産業規格Ａ列４番） 

    図書の記号・番号  

番号 
訂正箇所 

原       文 訂   正   文 訂 正 理 由 
ページ 行 

      



 

別紙様式第 18 号            （日本産業規格Ａ列４番）  

 

年     月     日           

文部科学大臣      殿 

 

 

ウ ェ ブ サ イ ト の ア ド レ ス が   

参 照 さ せ る 内 容 の 変 更 報 告 書  

下記の図書について、別紙のとおり変更したいので、報告します。 

記 

１ 図書の名称 

２ 著作者の氏名 

３ 目的とする学校、教科、種目及び学年 

４ 検定年月日 

５ 図書の記号・番号 

６ 変更を行おうとする時期 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



 

別紙様式第 18号別紙 

（日本産業規格Ａ列４番） 

    図書の記号・番号  

番号 
変更箇所 

原       文 変   更   文 変 更 理 由 
ページ 行 

      



 

別紙様式第 19号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

年    月    日 

文部科学大臣 殿 

 

 

見 本 提 出 届 

 

下記の図書について、見本を提出します。 

図 書 の 名 称  

申請図書の受理番号  

目的とする 

学  校  

教   科  

種   目  

学   年  

見本の体裁 
判   型  

ページ数  

検定審査申請年月日 年 月 日 

検定決定通知年月日 年 月 日 
 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



 

別紙様式第 20号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

年    月    日  

文部科学大臣   殿 

 

 

奥 付 記 載 事 項 変 更 届 

下記の図書について、奥付記載事項に変更がありましたので届け出ます。 

記 

１ 図書の名称 

２ 著作者の氏名 

３ 目的とする学校、教科、種目及び学年 

４ 検定年月日 

５ 図書の記号・番号 
 

変  更  内  容 変   更   前 変   更   後 

      

 
１ 「変更内容」の欄には、規則第１９条第２項に該当することとなる変更の内容を記入する。 
２ 変更部分が容易に判別できるよう、「変更前」及び「変更後」の変更部分に下線を施すなどする。 
３ 記載事項に追加がある場合は「変更前」の欄に追加と記入し「変更後」の欄に追加事項を記入、削除 

がある場合は「変更前」の欄に削除事項を記入し「変更後」の欄に削除と記入する。 

住所 

氏名 
法人にあっては、名

称及び代表者の氏名 

法人にあっては、主

たる事務所の所在地 

 



 

別紙様式第 21号 

（日本産業規格Ａ列４番）

学年別使用漢字一覧表（国語） 

学 校 学年 

  

 

① 当 該 学 年 配 当 漢 字 ② 前 学 年 配 当 漢 字 ③ 後の学年配当漢字及び漢字配当表掲載漢字以外の漢字 

 計     字 計      字                        計    字  

 

（備考）１ 本様式は、学校、学年ごとに別葉とする。 

２ 申請図書に使用されている漢字の中で、当該学年で指導することとなる漢字のうち、小学校学習指導要領国語科の学年別漢字配当

表（以下「漢字配当表」という。）で当該学年に配当されている漢字を「①」の欄に、当該学年の１学年前の学年に配当されている

漢字を「②」の欄に、それぞれ記入する。ただし、中学校用図書については、「①」の欄は空欄とし、「②」の欄は漢字配当表で第

６学年に配当されている漢字を記入（第３学年は記入の必要なし）する。また、それぞれの字の下には初出のページを示す。 

３ 「③」の欄には、申請図書に使用されている漢字の中で、当該学年より後の学年に配当されている漢字及び漢字配当表に掲載され

ている漢字以外の漢字を記入する。ただし、中学校用図書については、当該学年で指導することとなる常用漢字（漢字配当表に掲

載されている漢字は除く）を記入する。また、それぞれの字の下に単元ごとの初出のページを示す。 
４ 「①」、「②」、「③」の各欄には、記入した漢字の合計数を記入する。 
５ 上記に相当するものが図書の巻末などに示されているときは、記載を省略してよい。 



 

別紙様式第 22号 

（日本産業規格Ａ列４番）

学年別使用漢字一覧表 

学年 

 

 

① 当 該 学 年 配 当 漢 字 ② 後の学年配当漢字及び漢字配当表掲載漢字以外の漢字 

計   字   計   字  

 

（備考）１ 「①」の欄には、申請図書に使用されている漢字の中で、小学校学習指導要領国語科の学年別漢字配当表（以下「漢字配当表」と

いう。）において当該学年に配当されている漢字を記入し、それぞれの字の下に各冊ごとの初出のページを示す。 

２  「②」の欄には、申請図書に使用されている漢字の中で、漢字配当表において当該学年より後の学年に配当されている漢字及び漢

字配当表に掲載されている漢字以外の漢字を記入する。また、それぞれの字の下に各冊ごとの初出のページを示す。 

３  「①」、「②」の各欄には、記入した漢字の合計数を記入する。 

４  上記に相当するものが図書の巻末などに示されているときは、記載を省略してよい。 
 



 

別紙様式第 23号                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

出  典  一  覧  表 

申 請 図 書 出          典 備 考 

ページ 名    称 種別 名    称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等 

         

（備考）１ 「申請図書」の欄については次のとおりとする。 
① 「ページ」の欄には、引用又は新たに作成した教材や資料等の申請図書における掲載ページを示す。 
② 「名称」の欄には、引用した教材や資料等の申請図書における名称を示す。 
③ 「種別」の欄には、国語教材、楽譜、写真、図、挿絵、表、グラフ、地図などの別を示す。 

２ 「出典」の欄については次のとおりとする。 
① 出典が一般図書の場合は、当該図書の名称（版次を含む。）、掲載ページ、著作者・編集者等、発行者及び発行年次を各欄に

示す。 
② 出典が定期刊行物の場合は、発行年次等欄に巻号、発行月日等を示す。 
③ 出典が図書でない場合には、備考欄に資料提供者や保有者の氏名又は名称、及び当該資料に付された整理番号等を示すなど、

出典を確認することが可能な情報を記入する。 
３ 出典を基に申請図書の発行者が改変を行った場合又は新たに作成を行った場合は、「備考」欄にその旨を示す。 
４ （１）写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。 

（２）著作物の掲載に当たっては、著作権法第 33条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、 

補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること（別途契約を締結する場合を除く）。 

備考４の内容について確認しました。     



 

別紙様式第 24号                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表 

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 備 考 

番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要 

（例） 
１ 

 

15 
 

ＵＲＬ 
 

○○省 
http://www.xxxxx.go.jp/xxxxxx/ 

 

○○省防災への取

組のページ 

 

   ○○○ 自社ページＵＲＬ 防災に関する自社

作成情報を掲載 
別紙１添付 

・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・。 ・・・ 

（備考） 

申請図書中に発行者が管理するウェブサイトのアドレス（二次元コードその他のこれに代わるものを含む。）を掲載する場合に、本表を以下のとおり作成する。 
１ 「申請図書」の欄については次のとおりとする。 
① 「番号」の欄は、複数のページ等に掲載されたウェブサイトのアドレスが同一のウェブサイトを参照させる場合、一つの番号にまとめて記入する。 
② 「ページ」の欄は、ウェブサイトのアドレスの申請図書における掲載ページを示す。 
③ 「種別」の欄は、ＵＲＬ、二次元コード等の別を示す。 

２ 「学習上の参考に供する情報」の欄については次のとおりとする。 
① 「参照先」の欄には、発行者のページから参照させる学習上の参考に供するページを作成する団体名などを記入する。 
② 「ＵＲＬ」の欄には、実際に参照させる学習上の参考に供するページのＵＲＬを記載する。なお、参照先が発行者の作成したページである場合は、 

「自社ページＵＲＬ」と記入する。 
③ 「概要」欄には、参照先における情報の内容を簡潔に記入する。 

３ 申請図書中のウェブサイトのアドレスが参照させるウェブサイトの画面を印刷した紙面には、対応する本表の番号を紙面右上に付記し、本表に添付すること。 
４ 学習上の参考に供する情報を示すウェブサイトが発行者において作成したページの場合、参照先のウェブサイトの画面を印刷した紙面を、本表に添付すること。

その際、「備考」の欄に「別紙１添付」などと記載し、印刷した紙面右上に「別紙１」などと記入すること。 



 

別紙様式第 25号 

（日本産業規格Ａ列４番） 

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表 

（外国語（英語）音声に係るもの） 

番 号 ページ 行 ウェブサイトを参照させる手段（ＵＲＬ、二次元コード等の別) 

（例） 

１ 10、12、14 脚注 ＵＲＬ 

２ 30、32、34 脚注 二次元コード 

 

（備考） 

１  図書の内容を音声化したファイルを掲載したウェブサイトを参照させるため、ウェブサイトのア

ドレス（二次元コードその他のこれに代わるものを含む。）の掲載箇所を記入する。 

２  複数のページ等に記載されたウェブサイトのアドレスが同一のウェブサイトを参照させる場合に

は、一つの番号にまとめて記入する。 

３  ウェブサイトのアドレスが参照させるウェブサイトの画面を印刷した紙面には、対応する本表の

番号を紙面右上に付記し、本表に添付する。 


	01_細則の改正について（概要）(1) (1)
	02_教科用図書検定規則実施細則（令和8年3月一部改正  (14)
	02-2【細則様式改正案】別紙様式第１、３～２５号  (2)
	別紙様式第３号
	（日本産業規格Ａ列４番）
	別紙様式第５－１号
	別紙様式第５－２号
	別紙様式第５－３号

	（日本産業規格Ａ列４番）
	（日本産業規格Ａ列４番）
	別紙様式第８号
	別紙様式第９号

	（日本産業規格Ａ列４番）
	（日本産業規格Ａ列４番）
	（日本産業規格Ａ列４番）
	別紙様式第11号①
	別紙様式第11号②

	（日本産業規格Ａ列４番）
	別紙様式第13号

	（日本産業規格Ａ列３番）
	別紙様式第15号
	別紙様式第16号

	（日本産業規格Ａ列４番）
	別紙様式第17号　　　　　　　　　　　　（日本産業規格Ａ列４番）
	（日本産業規格Ａ列４番）
	別紙様式第18号　　　　　　　　　　　　（日本産業規格Ａ列４番）
	（日本産業規格Ａ列４番）
	別紙様式第19号
	別紙様式第21号
	別紙様式第22号
	別紙様式第25号



	02-3_別紙様式第２号 (2)
	【別紙様式第２号】著作編修関係者名簿

	03_検定関係書類の様式について（改正内容） (1)
	Sheet1

	04_検定実施細則新旧  (1)
	教科用図書検定規則実施細則の改正について（通知）



